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防
ぼ う

災
さ い

を調べよう　学ぼう

気象情
じょう

報
ほう

や防災のしくみを知り、災
さい

害
がい

から身を守る方法を知ることができる。
アメダスや気象レーダー、地

じ

震
しん

計
けい

、気象ロケットなど、実
じっ

際
さい

の機械も展
てん

示
じ

している。

気
き

象
しょう

庁
ちょう

 気象科学館

●所 在 地：  東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁1F 
●東京メトロ東西線竹橋駅4番出口から徒歩1分　●JR東京駅　丸の内北口出口から徒歩20分 
●東京メトロ千代田線・半蔵門線・丸ノ内線、都営三田線大手町駅C2b番出口から徒歩5分

●T  E  L： 03-3212-8341　●開館時間： 10:00 〜 16:00 　●入館料： 無料　●休館日： 日曜・祝日(土曜の場合開館)・年末年始 
●ホームページ： http://www.jma.go.jp/jma/kishou/intro/kagakukan.html

❶震度計
震度を測る機械　自分で台をゆらして震度
を実感できる。

❷津波シミュレーター 
模
も

擬
ぎ

津
つ

波
なみ

を発生させて、津波のしくみを学
べる。

❸竜巻発生装置
　竜巻を発生させる人気の装置「たつのすけ」 

災害発生時に災害対
たい

策
さく

活動に利用される 「基
き

幹
かん

的
てき

広域防災拠
きょ

点
てん

」となる東京臨
海広域防災公園  その公園内にある体験学習施

し

設
せつ

である。

そなエリア東京（東京臨
り ん

海
か い

広
こ う

域
い き

防災公園）

●所 在 地：  東京都江東区有明３丁目　●りんかい線 国際展示場駅から徒歩4分　●ゆりかもめ 有明駅から徒歩2分
●T  E  L： 03-3529-2180　●開館時間： 9：30 〜 17：00（入場は16：30まで） 
●入 館 料： 無料　●休館日： 月曜日（月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館） 
●ホームページ： http://www.ktr.mlit.go.jp/showa/tokyorinkai/

❶防災体験ゾーン
地震発生後の 72 時間をどう生き残るのか。首都直下地震の発災から
避
ひ

難
なん

まで、生き抜く知恵を学ぶ東京直下 72hTOUR が体験できる。
❷防災学習ゾーン

首都直下地震をわかりやすく学習できる情報ラウンジ、世界の防災用
品や防災ゲームが展示される防災ギャラリー映像ホールではアニメ「東
京マグニチュード 8.0　～東京直下 72h ～」を上映している。また、
見学窓からは防災拠点として使われるオペレーションルームを見るこ
ともできる。

いざというときに備
そな

えて防災行動力を身に付けるための防災体験館　模
も

擬
ぎ

災害
を体験できるツアーに参加すると修了証がもらえる。

東京消
しょう

防
ぼ う

庁
ちょう

 本
ほ ん

所
じ ょ

防災館

●所 在 地：  東京都墨田区横川4-6-6 本所消防署内　●都営バス都08・錦37系統「横川3丁目」下車徒歩約3分　●JR総武線、東京メトロ半蔵門線
錦糸町駅から徒歩10分　●京成押上線、都営浅草線、東武伊勢崎線、東京メトロ半蔵門線押上駅B1出口から徒歩約10分

●T  E  L： 03-3621-0119　●開館時間： 9:00 〜 17:00 　●入館料： 無料　●休館日： 水曜・第3木曜(祝日の場合翌日)・年末年始 
●ホームページ： http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-hjbskan/ 

❶地震体験コーナー
　阪神淡路大震災や関東大震災など、震度 7 までの地震を体感
❷暴風雨体験コーナー
　強風や大雨のすさまじさを体験できる。
❸煙体験コーナー
　 訓練用の煙

けむり

が充満した体験室で、正しい避難の仕方が学べる。
●● ●

●●

●●❶ ●❷ ❸

❶ ❷

❶ ❷ ❸
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感じよう

●東京消防庁 立川防災館	【所在地】東京都立川市泉町1156-1 TEL： 042-521-1119

●東京消防庁 池袋防災館	【所在地】東京都豊島区西池袋2-37-8 池袋消防署内 TEL： 03-3590-6565

●東京消防庁 消防博物館	【所在地】東京都新宿区四谷3-10 四谷消防署内 TEL： 03-3353-9119

●東京都震
しん

災
さい

復
ふっ

興
こう

記
き

念
ねん

館
かん

	【所在地】東京都墨田区横網2-3-25（横網町公園内） TEL： 03-3622-1208

●東京都江戸東京博物館	【所在地】東京都墨田区横網1-4-1  TEL： 03-3626-9974

屋内で実際に放水することのできる初期消火体験や防災に関する映像を上映するシアター等で、災害
時の正しい知識や技術の習得と防災意識の向上を図ることができる体験施設

品川区　しながわ防災体験館

●所 在 地：  東京都品川区広町2-1-36 品川区役所 防災センター２Ｆ 
●東急大井町線下神明駅から徒歩5 分　●ＪＲ京浜東北線、東急大井町線、りんかい線大井町駅から徒歩8分

●T  E  L： 03-5742-9098 　●開館時間： 9:00 〜 17:00 　●入館料： 無料　●休館日： 月曜・土曜・祝日・年末年始
●ホームページ： http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/hp/menu000027700/hpg000027669.htm

❶初期消火体験
消火器や、路上にある消火栓に直接接続して放水するスタン
ドパイプ、ビルなどにある屋内消火栓を使った消火体験

❷シアター／ワークショップルーム
防災に関する映像の上映や、ワークショップを実施

❸避難姿勢体験
　火災で煙に巻き込まれないための正しい姿勢の体験

世界でも珍
めずら

しい火山専
せん

門
もん

の博物館  三
み

原
はら

山をはじめ、世界の火山について学ぶこ
とができる。

伊
い

豆
ず

大
お お

島
し ま

火山博物館

●所 在 地： 東京都大島町元町字神田屋敷617　●元町港から大島バス波浮港経由セミナー入口行き約5分「火山博物館前」バス停下車
●T  E  L： 04992-2-4103　●開館時間： 9:00 〜 17:00（入館は16：30まで） 
●入 館 料： 一般500円・小中学生250円・一般団体400円・小中学生団体200円　
●休 館 日： 年中無休（機器等の保守点検のため、年間10日間の臨

りん

時
じ

休館あり） 
●ホームページ： http://www.town.oshima.tokyo.jp/highlight/kazan.html

❶展示室
　火山最前線、世界の火山紀行、火山の百科などの様々な展示
❷映像ホール

大島の美しい自然と人々の生活の様子を、迫力あるワイドス
コープ映画で上映

❸シミュレータカプセル
　カプセルに乗って、火山地底を探検！ 約 7 分間の旅●●

● ● ●

● ❸❶ ❷

❶ ❷ ❸

総社 理
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自分のまちの防
ぼう

災
さ い

対
た い

策
さ く

を調べてみよう
　東京都では、東日本大

だい

震
しん

災
さい

の教
きょう

訓
くん

を踏
ふ

まえ、今後の東京の防災対策の方向性と具
体的な取り組みを示すため、平成23年（2011）11月に「東京都防災対応指

し

針
しん

」、
平成24年（2012）11月に「東京都地域防災計画」を策

さく

定
てい

しました。
　東京の防災対策の目的は、「都民の生命を守ること」と、「都市の機能を維

い

持
じ

する
こと」です。それぞれの区市町村でも、地

ち

域
いき

の災
さい

害
がい

を防
ふせ

ぐために、さまざまな対
たい

策
さく

がとられています。
　みなさんのまちでは、どのような防災対策が行われているのでしょうか。家族に
聞いたり、役所のホームページや広

こう

報
ほう

誌
し

などで調べたりしてみましょう。

例えば　　

●�自分のまちの防災訓練は、いつ、どのよう

な内容で行われているか、今年の防災訓練

を例に調べてみましょう。

●�自分のまちの防災マップを調べてみま

しょう。

総社

防
ぼう

災
さい

トピック

　東日本大
だい

震
しん

災
さい

当日、都立高校 8 校（工
こう

芸
げい

高等学校、竹
たけの

台
だい

高等学校、浅
あさ

草
くさ

高等学校、三
み

田
た

高等学校、芝
しば

商業高等学校、本
ほん

所
じょ

高等学校、
第
だい

一
いち

商業高等学校、戸
と

山
やま

高等学校）の高校
生 356 人は、自らも帰

き

宅
たく

困
こん

難
なん

な状
じょう

況
きょう

となり
ながら、自校に集まった都民等のために、ボ
ランティア活動に取り組みました。
　高校生たちは、毛

もう

布
ふ

やマット、飲料水を配
はい

布
ふ

したり、食事の用意や配
はい

膳
ぜん

をしたりするな
ど、自分たちができることを行いました。
　また、区立中学校４校（港区立港

こう

陽
よう

中学校、新宿区立新宿中学校、杉並区立高
こう

円
えん

寺
じ

中
学校、北区立明

めい

桜
おう

中学校）でも、中学生が備
び

蓄
ちく

倉庫から毛布等を運び出したり、炊
た

き出
しの補

ほ

助
じょ

をしたりしました。

みんなのために　〜3.11　中・高生の活
かつ

躍
やく

〜

国道15号、品川駅付近（午後7時15分）を歩く
たくさんの帰宅困難者

大災害を想
そう

定
てい

した、東京消
しょう

防
ぼう

庁
ちょう

の防災訓練
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復
ふっ

興
こう

に向けて・・・

これからの自分

被
ひ

災
さい

地
ち

から、東京都の小学生にメッセージをいただきました。

　3月11日に起こった大
だい

地
じ

震
しん

と大
おお

津
つ

波
なみ

。それから約五か月の間に、私はいろいろなことを体験し、
さまざまなことを学んだ。特に実感したことは、人と支

ささ

え合うということだ。
　震

しん

災
さい

後の約一か月間は、近所の人達
たち

との支え合いが大きかった。私の家は高台にあり、津波の
被
ひ

害
がい

からまぬがれたものの、車が流された。親せきの家は、半分が流された。水も電気もない。
電話も通じなかった。すべてのお店も流され、買い物もできない。そんな中で、近所同士がお米
や野菜を出し合って食べることができた。ガソリンを分け合ったり、車を貸

か

してくれた。車を借り
たおかげで、親せきの人たちが無事なことを確

たし

かめ、どこに避
ひ

難
なん

しているかが分かった。父と母は、
車を貸してくれた人に、何度もお礼を言っていた。いつも普

ふ

通
つう

に食べていた、牛
ぎゅう

乳
にゅう

や卵など手に
入らない。となりに住んでいるおばさんが、｢いただき物の牛乳だけど、どうぞ。｣ と言って、一本
の牛乳を分けてくれた。温めて飲んだ牛乳は、本当においしかった。また、 ｢子どもたちが先にど
うぞ。｣ とお風

ふ

呂
ろ

を準
じゅん

備
び

してくれた近所の人もいた。久
ひさ

しぶりのお風呂は、本当に気持ち良かった。
祖
そ

母
ぼ

は、 ｢本当に助かる。｣ と、しみじみ話していた。
　ある日、自

じ

衛
えい

隊
たい

の人が家に来て、 ｢小学校を卒業する男のお子さんがいると聞いてきました。ラ
ンドセルと、学校の運動着をゆずってくれませんか。｣ と、母に話していた。母はすぐに、 ｢ 大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。どうにかなりそうです。｣ と返事はしたものの、 ｢二年生が使うには、古すぎるね。｣ と言って、
知り合いに声をかけ、兄のランドセルよりきれいな物を届

とど

けた。
　自衛隊の人は、とても喜び、大事に持ち帰った。大切に物を使うということは、何度も使うこと
ができる。私のランドセルがこわれた時、姉の物を使った。自分の物が人の役に立つことは本当
に嬉

うれ

しい。
　震災後、ようやく学校に行けるようになってからのこと。私達は、たくさんの支

し

援
えん

物
ぶっ

資
し

を受け取っ
た。地

ち

域
いき

に届
とど

く物資。学校に届く物資。食品、衣類、学用品、生活用品などたくさんいただいた。
真新しいノートや鉛

えん

筆
ぴつ

。本当におどろいた。とても嬉しかった。「毎日のように、たくさんいただい
て本当にいいのかな。」などと、友達と話したこともある。
　先生から、 ｢全国の人達

たち

が、送ってくださった物資です。感
かん

謝
しゃ

して使ってください。」と話があっ
た。物資の中に「がんばってください。応援しています。つらいのはあなただけじゃないよ。」といっ
たメッセージカードもそえられていた。優

やさ

しい字。胸が熱くなった。
　暑い中でも、雨の中でも、がれきをかたづけようと日本中の人達が来てくれている。みんなボラ
ンティアの人達だ。町は少しずつきれいになっている。日本ばかりではない。アメリカやカナダか
らも小学校を訪

おとず

れ、私達をはげましてくれた。
　今の自分には、支援を受けたことに対して、お礼の手紙を書くことぐらいしかできない。いつかは、
自分も人を支えることができる人間になりたい。それがたくさんの支援を受けてきた私のお返しだ。
人を支えていくということ、自分の目標を持つということ。これからは、自分の目標に向かってがん
ばっていきたい。

岩手県陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市立米崎小学校　５年　佐々木　恵利佳
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あの日・・・
被災地から、東京都の小学生にメッセージをいただきました。

10年後の宮
みや

戸
と

島

人と人との関係
　ぼくは、3月11日の津波で、ぼくの大切な野球の道具などを多く失いました。
　地震や津波は危

き

険
けん

なものです。家族を失った人たちもいます。
　でも、みんなで力を合わせて、人を助けることで、人と人との関係ができてい
くことがわかりました。祖母の知り合いは、自分も被

ひ

災
さい

しているのに、支援物資を
送ってきてくれました。
　人と人との関係があってこそ、3月11日の地震や津波を乗り越えてこられたの
だと思います。
　地震や津波で、よくないことがあったけれど、そのおかげでぼくは、助けられ
てばかりだったことに気付きました。だから、これからは、困

こま

っている人に手をさ
しのべていこうと思いました。

福島県いわき市立久之浜第一小学校　６年　菜花　友紀

　東日本大震災で、私たちの住む東
ひがし

松
まつ

島
しま

市の宮戸島は、多くの家々や浜
はま

が津
つ

波
なみ

で流されました。この震災に負けず、未来に向かってがんばるために、「１０
年後の宮戸島の風景」を、全校児童２９人、一人一人が画用紙に描

えが

きました。
　一人一人が描いた１０年後の宮戸島の絵を、似

に

た風景ごとにグループを作っ
て話し合い、ベニヤ板４枚分の壁

へき

画
が

にしたのがこの絵です。
　大きな壁画を作っていく活動は、私たち小学生にできる宮戸島復

ふっ

興
こう

の活動
そのものだと思っています。全校で絵を描いて、気持ちが一つになりました。
この絵は、震災に負けない宮戸小の気持ちなので、たくさんの人に見てもらい
たいです。 

宮城県東松島市立宮戸小学校　児童一同

小学校版h2-h3.indd   1 2017/08/03   13:08



東京都教育委員会

東京都教育委員会

東
京
都
教
育
委
員
会

防災教育補助教材
小学校版 平成29年度

小
学
校
版

平
成
29
年
度

●背幅：4mm変更

    立  学校

5 年 組 番 氏名
6 年 組 番

を
忘
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まず自分の命を守り、
次に身近な人を助け、
さらに地

ち

域
いき

に
貢
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献
けん
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